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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 
（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期累計期間における国内経済は、前事業年度に引き続いて設備投資が拡大したことか

ら、企業収益では緩やかな改善傾向を示しました。 

一方、海外経済においては、米国の政権運営及び欧州での英国のＥＵ離脱などの影響も憂慮され

ており、引き続き予断を許さない状況で推移するものと思われます。 

臨床検査薬業界におきましては、市場自体は横ばいから微増ながらも、価格競争等により引き続

き厳しい状況は継続しております。 

このような環境の下、当第１四半期累計期間の売上高につきましては、９億８千５百万円（前年

同期比 22.2％減）となりました。 

検査分野別で見ると、生化学検査分野におきましては、肝機能検査試薬及び腎機能検査試薬が堅

調に推移したことにより４億７千８百万円(前年同期比 8.7％増）となりました。 

免疫検査分野におきましては、輸血検査試薬が堅調に推移する一方、アレルギー検査試薬が競合

品の影響を受けたことにより４億７千８百万円（前年同期比 32.4％減）となりました。 

また、その他の分野におきましては、特許期間が終了したため、ロイヤリティ収入が無くなり

２千８百万円（前年同期比 75.7％減）となりました。 

この結果、営業利益につきましては、７千９百万円（前年同期比 56.3％減）、経常利益につきまし

ては、９千３百万円（前年同期比 42.0％減）となり、四半期純利益につきましては、５千８百万円

（前年同期比 31.1％減）となりました。 
 

検査分野別売上高 （単位：千円）
 

期   別 
 

 
区   分 

前第１四半期累計期間 
自 平成28年４月１日 
至 平成28年６月30日 

当第１四半期累計期間 
自 平成29年４月１日 
至 平成29年６月30日 

金  額 構成比 金  額  構成比

製  生 化 学 的 検 査 用 試 薬 419,269 33.1 459,279 46.6 

 免疫血清学的検査用試薬 270,945 21.4 218,896 22.2 

品  そ の 他 119,187 9.4 22,131 2.2 

計  809,402 63.9 700,308 71.0 

商  生 化 学 的 検 査 用 試 薬 20,639 1.6 18,986 1.9 

免疫血清学的検査用試薬 437,526 34.5 259,956 26.4 

品  そ の 他 △926 △0.1 6,568 0.7 

計  457,240 36.1 285,510 29.0 

合  生 化 学 的 検 査 用 試 薬 439,908 34.7 478,266 48.5 

免疫血清学的検査用試薬 708,472 55.9 478,852 48.6 

計  そ の 他 118,261 9.3 28,699 2.9 

計  1,266,642 100.0 985,818 100.0 

（注）１．金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。 
   ２．数量については、取扱品目が多岐にわたり数量表示が困難なために記載を省略しております。 

  

（２）財政状態に関する説明 
当第１四半期会計期間末における総資産の額は、56億４千５百万円となり、前事業年度末と比べ

１億５千７百万円減少いたしました。流動資産は 26 億７千７百万円となり、前事業年度末と比べ

１億３千６百万円の減少となりました。その主な要因は、たな卸資産が４百万円増加したものの、

受取手形及び売掛金が１億２千３百万円、繰延税金資産などその他が２千１百万円減少したことに

よります。固定資産は 29 億６千８百万円となり、前事業年度末と比べ２千１百万円の減少となりま

した。その主な要因は、減価償却の進捗などによるものです。 

当第１四半期会計期間末における負債の額は、19 億９千６百万円となり、前事業年度末と比べ

１億６千４百万円の減少となりました。その主な要因は、短期借入金が１億９千万円増加したもの

の支払手形及び買掛金が５千２百万円、未払法人税等が６千９百万円、賞与引当金が６千１百万円、

長期借入金が１億円及び流動負債のその他が７千３百万円それぞれ減少したことによります。 

当第１四半期会計期間末における純資産の額は、36 億４千９百万円となり、前事業年度末と比べ

６百万円の増加となりました。その主な要因は、利益剰余金の配当により５千５百万円減少したも

のの、四半期純利益５千８百万円を計上したことによるものです。 



㈱カイノス（4556）平成 30 年 3月期 第１四半期決算短信（非連結） 

 
 

- 2 - 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 
今後の国内経済は、前事業年度に引き続き金融緩和等の経済効果により、緩やかに改善してい

くものと思われますが、海外では欧州や中国などの財政問題等による為替相場をはじめとした影

響も懸念されており、今後の景気回復につきましては依然不透明な状況にあります。 

当社におきましては、生化学検査分野では、主に腎機能検査試薬の改良品をはじめとした血清マ

ルチキャリブレーター項目の拡販、免疫検査分野では輸血関連製品などの積極的な拡販を図ってま

いります。 

第２四半期以降につきましては、平成 29 年５月 10 日付「平成 29 年３月期決算短信〔日本基準〕

（非連結）」でお知らせしました第２四半期累計期間及び通期業績の予想は、変更しておりません。 

  



２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,201,838 1,205,829 

受取手形及び売掛金 1,061,759 937,979 

商品及び製品 254,264 248,009 

仕掛品 57,666 59,705 

原材料及び貯蔵品 148,502 157,590 

その他 92,571 71,442 

貸倒引当金 △2,900 △2,900 

流動資産合計 2,813,702 2,677,656 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 682,489 671,662 

土地 1,851,453 1,851,453 

その他（純額） 214,957 173,089 

有形固定資産合計 2,748,899 2,696,205 

無形固定資産 13,576 39,705 

投資その他の資産 227,257 232,321 

固定資産合計 2,989,732 2,968,232 

資産合計 5,803,435 5,645,889 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 504,235 451,755 

短期借入金 600,000 790,000 

未払法人税等 76,607 7,317 

賞与引当金 116,080 54,200 

その他 410,268 336,887 

流動負債合計 1,707,191 1,640,160 

固定負債    

長期借入金 400,000 300,000 

役員株式給付引当金 － 5,637 

その他 53,258 50,255 

固定負債合計 453,258 355,893 

負債合計 2,160,450 1,996,053 

純資産の部    

株主資本    

資本金 831,413 831,413 

資本剰余金 928,733 928,733 

利益剰余金 2,045,580 2,048,649 

自己株式 △223,303 △223,303 

株主資本合計 3,582,423 3,585,493 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 60,561 64,342 

評価・換算差額等合計 60,561 64,342 

純資産合計 3,642,984 3,649,836 

負債純資産合計 5,803,435 5,645,889 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 1,266,642 985,818 

売上原価 675,180 524,556 

売上総利益 591,462 461,262 

販売費及び一般管理費 409,420 381,797 

営業利益 182,042 79,464 

営業外収益    

受取利息及び配当金 2,920 3,243 

為替差益 － 13,108 

その他 867 330 

営業外収益合計 3,788 16,683 

営業外費用    

支払利息 2,982 2,492 

手形売却損 177 146 

為替差損 21,180 － 

その他 727 189 

営業外費用合計 25,067 2,828 

経常利益 160,762 93,320 

特別損失    

固定資産除却損 8,049 － 

特別損失合計 8,049 － 

税引前四半期純利益 152,713 93,320 

法人税、住民税及び事業税 3,030 5,524 

法人税等調整額 64,300 29,000 

法人税等合計 67,330 34,524 

四半期純利益 85,383 58,795 
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(3) 四半期財務諸表に関する注記事項 
 

（継続企業の前提に関する注記） 
  該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 
    該当事項はありません。 
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